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研究成果概要 
 
 Pamela 衛星による観測などの異常な宇宙線のスペクトルを、宇宙暗黒物質となってい

る未知の素粒子の対消滅、もしくは崩壊過程で説明するという可能性が盛んに議論され

ている。川崎達は、対消滅過程で生じる背景散逸γ線、宇宙背景輻射（ＣＭＢ）への影

響を評価し、暗黒物質対消滅過程に制限を与え、異常な宇宙線スペクトラムを暗黒物質

で説明できるかを議論した。また暗黒物質対消滅もしくは崩壊によって生じる、銀河中

心方向からのニュートリノの流量を久野達は評価し、模型に対して制限を与えた。 
 宇宙暗黒物質を直接探索するには暗黒物質により原子核が反跳するのをとらえればい

い。直接探索実験の１つの CDMS-II 実験が、暗黒物質によるシグナルと解釈できるイベ

ントがあることを報告した。久野達は、超対称模型においてそのシグナルを説明するた

めのパラメータ領域をしらべ、また暗黒物質を説明する新たな超対称模型を構築した。 
 超対称模型は重力子の超対称粒子であるグラビティーノの存在を予言する。O(10)eV
以下の軽いグラビティーノは現象論的観点から多くの研究者に興味を持たれている。川

崎達は将来のＣＭＢ観測実験により軽いグラビティーノに対して制限をあたえることが

できることを示した。 
 川崎達は、初期宇宙相転移によってドメインウォールが作られる際に生じる重力波の

スペクトラムをシミュレーションにより評価し、ドメインウォールのエネルギースケー

ルが１０の 10 乗から 12 乗ＧeV であれば、次世代重力波干渉計でさぐることができるこ

とを示した。 
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